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ボーリング柱状図
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82.75 0.40 0.40
シルト

81.75 1.00 1.40

粘土

81.15 0.60 2.00

礫混り砂

78.35 2.80 4.80

砂礫

77.55 0.80 5.60

粘土混り
砂

76.70 0.85 6.45

砂礫
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黒
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灰
褐

灰
茶
褐

茶
褐

茶
褐

軟
ら
か
い

中
ぐ
ら
い

緩
い

密
な

上部有機物、未腐植根混じる
含水大、軟質で、下部砂分混じる
含水大、粘性大、軟らかい
1m掘削時水位-0.75mに確認
-1.1m下部粘性少なく、繊維質腐植
物増す

粘土混じり細砂主体、
φ10～20mm円礫まばらに混じる
、緩い相対密度
φ10～30mm亜円～亜角礫主体、
φ50～70mm礫間充填物は細～粗
砂、含水多く崩壊性大
-2.0m掘削時-0.35mに水位上昇あ
り
φ50～70mm

細砂～中砂主体、含水多い
粘土分を多量含むか又10cm程度の
層理状に介在する

φ15～40mmの亜円礫主体、マト
リックスは細～粗砂、
風化礫やや多く混じる、含水多い
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